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令 和 ５ 年 1 2 月 2 2 日 

海 上 保 安 庁 

 

無操縦者航空機運用拠点の 移転に つい て  

 

 海上保安庁では、 令和４ 年１ ０ 月に運用を 開始し た 「 無操縦者航空機」 の運

用拠点を 現在の海上自衛隊八戸飛行場から 北九州空港に移転する こ と を 決定し

ま し た 。 北九州空港での運用開始は令和７ 年度を 予定し て いま す。  

 

〇 海上保安庁では、 令和４ 年１ ０ 月から 無操縦者航空機１ 機の運用を 開始、 令

和５ 年５ 月には３ 機によ る ２ ４ 時間３ ６ ５ 日の運用体制を 確立し 、 日々、 我が

国周辺海域の監視警戒を 行っ て いま す。  

 

〇 令和４ 年１ ２ 月に決定さ れた 「 海上保安能力強化に関する 方針」 に基づき 、

引き 続き 、 無操縦者航空機を はじ めと し た 新技術を 活用し 、 既存の有人機と の

効率的な 業務分担も 考慮し た 監視体制の構築を 更に推進し て いく た め、 新た に

無操縦者航空機の運用拠点を 整備する こ と と し ま し た 。  

 

〇 現在の我が国周辺海域を 巡る 情勢等を 踏ま え 、 地域特性や業務ニ ーズ 等を 総

合的に勘案し た 結果、 北九州空港に運用拠点を 移転する こ と と し ま し た 。  

 

〇 令和７ 年度以降、 北九州空港を 無操縦者航空機の運用拠点と し 、 新た に増強

する ２ 機を 加え た ５ 機体制によ り 、 更な る 海洋監視体制の強化に取り 組み、 国

民の皆様の安全・ 安心の確保に努めて ま いり ま す。  

（ 問い合わせ先）  
〇警備救難部管理課 

専門官     門上 大介 
電 話： 03-3580-0503（ 直通）  

03-3591-6361（ 内線 5173）  
 

〇総務部政務課政策評価広報室 
 海上保安報道官 小川 一夫 
電 話： 03-3591-9780（ 直通）  

03-3591-6361（ 内線 2201）  
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羽田空港での航空機衝突事故による北九州空港への影響について 

 

羽田空港において、令和６年１月２日に発生した、日本航空と海上保安庁の航

空機の衝突事故により、４本の滑走路のうちＣ滑走路が使用できなくなったた

め、北九州空港との運航便に遅延、欠航等の影響が発生した。 

 

１ 羽田-北九州空港定期便の欠航について 

 

日付 
欠航数 

（30 便／日） 

 

日本航空 

（８便／日） 

スターフライヤー 

（22 便／日） 

１／２ 11 便 ３便 ８便 

１／３ ９便 ４便 ５便 

１／４ 13 便 ５便 ８便 

１／５ ８便 ４便 ４便 

１／６ ８便 ４便 ４便 

１／７ ６便 ４便 ２便 

合計 55 便 24 便 31 便 

 

２ 北九州空港への臨時便運航について 

１／３（水）に、羽田発福岡行の最終便（JAL335 便：19:30 発→21:40 着）

が大幅に遅延したため、この便は欠航となった。 

代わりに、北九州空港行きの臨時便として JAL4647 便（A350（座席数 369 席）

が運航され、０時 13 分に羽田空港を出発、１時 49 分に北九州空港に到着し

た。 

 

３ 現状 

   羽田空港については、１月８日０時から、Ｃ滑走路の運用が再開し、通常の

滑走路運用に戻ったことから、北九州空港においても、８日から通常の運航体

制に戻っている。 
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